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� � � � 年  井 上 真 珠 店  創 業



真 珠 の 美 しさ は「 月 の 雫 」「 人 魚 の 涙 」とも 呼 ば れ 、古 代 より珍 重 さ れ て い まし た 。

し かし 、そ れ は 王 や 貴 族 な ど の ごく限 ら れ た 人 し か 身 に つ けら れ な い 、

ごく貴 重 な も の だ った の で す 。

明 治 時 代 、日 本 の 技 術 者 た ち が 、日 本 の アコヤ 貝 から真 円 の 真 珠 を 生 産 することに 成 功し、

真 珠 は 、世 界 の 一 般 市 民 に 手 に 届く存 在 と なりまし た 。

近 代 の 真 珠 の 歴 史 は 、日 本 から 始 まった の で す 。

世 界 中 で 身 に つ けら れ る 真 珠 の スタイル を 形 作 った の は 、日 本 の 真 珠 で す 。

日 本 で 生 ま れ 育 った アコ ヤ 真 珠 の ネックレ ス は 、

大 人 の 女 性 の フォー マ ル ジュエリー として 世 界 中 の 人 々 に 愛 さ れ て い ま す 。

特 に 日 本 で は 、皇 室 の 方 々 を は じ め 、多くの 女 性 の 正 式 な ジュエリー として 、

そ の 胸 元 を 飾 ってきまし た 。

改 まった お 食 事 の 席 で 、華 や か な 結 婚 式 、入 学 式 、卒 業 式 、お 別 れ の ご 葬 儀 で 。

一 生 に わ たって お 使 い い た だ ける、一 つ はもって お き た い 、スタンダ ードな ジュエリー です 。

真 珠 、

生 命 が 生 み 出 す
王 道 の 宝 石 。



真 珠 の 豆 知 識 真 珠 は 、色・大 き さ・か た ち・き ず・巻 き・てり の � つ の 要 素 で 構 成 さ れ ま す 。
真 珠 を お 選 び に な る 前 に 、そ の バ リ エ ー ション に つ い て ご 紹 介 しま す 。

真 円 に 近 い も の ほ ど 価 値 が ありま す 。歪 ん だ か た ち の も の は

「 バ ロック 」とよ ば れ 、個 性 的 な ジュエリ ー に 使 わ れ ま す 。

フォー マ ル ネックレ ス に は 真 円 の 真 珠 を オ ス スメしま す 。

命 が 生 む 宝 石 だ か ら こ そ 、感 じ る 真 円 の 価 値

一 生 に わ た っ て 使 用 で き る 、丈 夫 な 宝 石

かたち

キ ズと は 成 長 の 過 程 で 生 ま れ るもの で 、貝 から 取り出 さ れ た とき から

存 在します 。真 珠 は 多 層 構 造 で 弾 性 が 強く、使 用 によりキ ズ が つくこと は

ほ とん ど ありま せ ん 。キ ズ が 少 な い ほ ど 、希 少 で 高 価 で す 。

きず

地 色 である「 実 体 色 」と、光 の 反 射 によって生 ま れ る「 干 渉 色 」が 調 和し、

真 珠 の 複 雑 な 色 あ い が 生 ま れ ます 。フォー マ ル ネックレスで 使 わ れ る色 は 、

ホ ワイト～ ピンクの 色 あ い が 正 式とさ れ ます 。

実 体 色 と 干 渉 色 、二 つ の 色 が 織 り な す 魅 力

大 きく 美 し い 真 珠 は 希 少 性 の 証

色

アコ ヤ 真 珠 の 大 きさ は 、� m m から � � m m ほ ど の あ い だ で す 。

出 来 上 が る 真 珠 の 大 きさ に あ わ せ た 核 を 用 い て 育 てら れ ます 。

大 き け れ ば 大 き い ほ ど 、良 質 なもの が 採 れ づ らく、希 少 に なります 。

大きさ



真 珠 の 豆 知 識

色 彩 を と も な っ た 輝 き ” テリ ”

� . � m m 以 上 巻 き が あ ること 、薄く均 質 な 真 珠 層 が 整 然 と 並 ん で い ること 。

こ の 二 つ の 条 件 を 満 た すと 、美 し い テリ が 生 ま れ ま す 。

そして 、テリの 良 い 真 珠 は

テリ
美 し さ を 決 め る 真 珠 の “ 層 ”

アコ ヤ 貝 の 体 内 に 入 った「 核 」を 、何 千 層 もの 真 珠 層 が 巻 い て いくこと で

真 珠 は 生 ま れ ま す 。「 巻 き 」と は 、核 の 周 りを 包 む よう に 巻 い て い る

真 珠 層 の 厚 み の こと で す 。美 し い 真 珠 光 沢 が 生 ま れ る た め に は 、

真 珠 層 の「 量 」と「 質 」が 重 要 で す 。

「 量 」を クリアし た 真 珠 の な か か ら「 質 」の 優 劣 により

真 珠 の テリ の 美 し さ を 決 定 さ れ ま す 。いくら 巻 き が 厚くても 、

巻 き の「 質 」が 悪 け れ ば 、キ レイな「 テリ 」は 生 ま れ な い の で す 。

真 珠 の 天 頂 部 分 に 映 る 照 明 に 注 目 してくだ さ い 。

テリの 美 し い 真 珠 で は 、ご 自 分 の 顔 や 照 明 が はっきりと 写り、

照 明 の 反 射 と 共 に 、ピンクや グリー ン の 色 が 浮 か び 上 がりま す 。

巻き

●  「 量 」 � . � m m 以 上 巻 い て い る こと

●  「 質 」 薄 く 均 質 な 真 珠 層 が 整 然 と 並 ん で い る こと

●  自 分 の 顔 や 、照 明 が より は っ きりと 写 りま す 。

●  ピ ン ク や グ リ ー ン の 色 が 、
　 光 と 一 緒 に 鮮 や か に 浮 か び 上 が りま す 。

入射光

複雑で豊かな輝き 単純で貧しい輝き

核
巻きの薄い真珠

核

入射光

巻きの厚い真珠

ひとつひとつの真珠層から、「干渉色」といわれる
複雑な輝きが発生します。



真 珠 の 選 び 方 ご 要 望 や 用 途 に あっ た 選 び 方 や 、より 素 敵 に み え るコ ツ を
大 き さ・色・品 質 の � つ の ポ イントで ご 紹 介 しま す 。ぜ ひ 参 考 に し てく だ さ い 。

見 せ 方 で 選 ぶ 調 色 と 無 調 色

色真 珠 のネックレス は 、� . � m m のグラデ ーションを つ けて組 み 上 げられ ます 。

� - � m mという表 記 が あ れ ば 、端 の 小 さい 珠 が � m m 、中 心 の 大 き い 珠 が

� . � m mとなります 。全 て同じ大 きさで 組 んでしまうと、着 用した 時 に

中 心 の 珠 が 小 さく見 えてしま います 。� . � m m のグラデ ーションを つ けると、

全 ての 珠 が 同じ大 きさに 見 えるように なるの です 。

胸 元 を より 美 しく 飾 る 真 珠 の 並 べ 方

大きさ

現 在 、もっとも販 売 量 が 多 いサイズ は 、� - � . � m m です 。

� � 代 、� � 代 の 女 性 で は 、少し大 きめ に 感じることもあるようです が 、

お 年 を 召 され てからは 、大 きめ の サイズ が 似 合うように なる、ということも

あります の で、� - � . � m m の サイズを 選 ば れる方 が 多 いようです 。

� - � . � m m の サイズを 基 本 に 、小 柄 な 方 や 、控 え め に つ け た い 方 は 小 さめ 、

大 柄 な 方 や 、華 や か に つ け た い 方 は 大 きめ 、と選 ば れ ては い か が でしょうか 。

●  自 然 の 色 に こ だ わ り た い と い う「 こ だ わ り 派 」な ら 、
　 ナ チュラ ル カ ラ ー

●  コ スト パ フォ ー マ ン ス 重 視 の「 コ ス パ 派 」な ら 、
　 調 色（ 着 色 ）に よ る ピ ン ク

真 珠 に は 、調 色 と 呼 ば れ る 着 色 作 業 が 行 わ れ て い ること が 多くありま す 。

調 色（ 染 色 ）し て い な い 真 珠 に は 、「 無 調 色 」と 特 記 し て あり、

特 に 表 記 の な い 場 合 は「 調 色（ 染 色 ）」さ れ て い る 真 珠 で す 。

調 色（ 染 色 ）の 真 珠 は ピ ンク 色 が 強く、華 や か な 印 象 に 。

無 調 色 の 真 珠 は 上 品 な ホ ワイト 系 で 、テリ 由 来 の 干 渉 色 による 、

ナ チュラ ル な ピ ンク や グリ ー ン の 色 あ い が 楽 し め ま す 。 

ま た 、無 調 色 の 方 が 希 少 性 が 高く、高 価 で す 。

と い う風 に 選 ば れ て は い か が でしょう か 。

Uwajima Inoue Pearl で は 、

無 調 色 の 真 珠 を メイン に

取 り 揃 え て おりま す 。

葬 儀 で の ピ ン ク 系 パ ー ル

ピンク系 パ ー ル は 身 に 付 けると 、肌 の 色 に 溶 け 込 み 目 立 た なくな る の で 、

ご 葬 儀 でも問 題 なく着 用 して い た だ け ま す 。無 調 色 でし たら、

強 い ピンクで あっても、調 色 の もの に 比 べ て 控 え め な 色 で す の で 、

より相 応 しくご 着 用 して い た だ ける かと 思 い ま す 。



真 珠 の 選 び 方

第 三 者 の 目 で 品 質 を 見 定 め る

鑑定書 お 店 と 消 費 者 の 間 に たった 、第 三 者 的 な 鑑 別 機 関 が 発 行 す る

鑑 別 書 を 参 考 に 、真 珠 の 品 質 を 選 ぶ こと が で きま す 。

し かし 鑑 別 機 関 は 国 の 許 可 が い る わ け でも なく、誰 でも 設 立 す ること が

で きる た め 、信 頼 で きる 鑑 別 機 関 を 選 ぶ 必 要 が ありま す 。

国 内 で 信 頼 の で きる 真 珠 の 鑑 別 機 関 は 、

「 真 珠 科 学 研 究 所 」「 真 珠 総 合 研 究 所 」の 二 ヶ所 だ と 言 わ れ て い ま す 。

「 どうやって 選 ん だ ら い い の か 、基 準 が 分 から な い・・・」と

言 わ れ が ち な 真 珠 ネックレ ス で す が 、皆 様 に 簡 単 に 選 ん で 頂 け るよう

わ たし た ち U w a j i m a  I n o u e  P e a r l で は 、鑑 定 書 を 元 に 品 質 の

ランキング を 行 なって い ま す 。

鑑 定 か ら 選 ぶ
真 珠 の 種 類
ここ で は 鑑 別 機 関 で 鑑 定 さ れ た 各 真 珠 の グレ ード に つ い て

実 際 に 発 行 さ れ た 鑑 定 書 ととも に ご 紹 介 しま す 。

トップ ランクの オ ー ロラ 天 女 から お 求 め 安 い 良 質 真 珠 ま で 、

用 途・ご 予 算 に 合 わ せ た 真 珠 選 び の 参 考 に ぜ ひ ご 利 用くだ さ い 。

長 年 の 使 用 に 耐 えるだ け の「 巻き」と、
真 珠 の 美しさの 源 である「テリ（ 光 沢 ）」が 美しく、
国 内 の２大 真 珠 鑑 別 機 関 のひとつ、真 珠 総 合 研 究 所より

「 花 珠 真 珠 に 準じます」との 認 定 を受 けた 真 珠 です 。

「 巻き（ 真 珠 層 の 厚 み）」と、真 珠 の「テリ（ 光 沢 」が
特 徴 的 で、真 珠 総 合 研 究 所より「 巻き、
光 沢 が 良 質 な 真 珠 と認 めます」とのコメントが
入った 鑑 別 結 果 の 真 珠 です 。

傷 が なく真 円 で、美しい輝きを持った 真 珠 は 、
トップクラスの 真 珠 を意 味する「ハ ナ ダマ」とよ ば れてきました 。
この 言 葉 をもとにした 、欠 点 のすくな い高 品 質 真 珠 の
鑑 定 基 準 が「 花 珠 」です 。

真 珠 科 学 研 究 所 の「 オー ロラ天 女 」、
真 珠 総 合 研 究 所 の「 雪 白 珠 」（ 無 調 色 ）、「 F i v e  S t a r 」（ 調 色 ）
す べ てが 卓 越した 真 珠 である「 花 珠 」の な かでも、
特 に 優 れ た 美しさをもつ 真 珠 に 与 えられる呼 称 です 。



花 珠 を 超 え るトップ ラ ン ク

美 し い � 色 の 干 渉 色 が き わ だ つ 最 高 の「 てり」をもった 真 珠 を た た える 品 質 ランク。

一 般 的 に 最 高 級 として 知 ら れ る 花 珠 の 更 に 上 の ランクで す 。

「 無 キ ズ 」「 真 円 」「 厚 巻 き 」と いう基 準 を クリアし たうえ に 、

卓 越 し た「 てり（ 輝 き ）」をもつ 真 珠 で す 。

●  真 珠 科 学 研 究 所  鑑 定 鑑 別 書
●  無 調 色（ ナ チュラル カラ ー ）

天
女
・
雪
白
珠

●  真 珠 総 合 研 究 所  鑑 定 鑑 別 書
●  無 調 色（ ナ チュラル カラ ー ）

最 高 峰 の 美 し さ を 謳 う 代 名 詞

傷 が なく真 円 で 、美 し い 輝 き を 持 った 真 珠 は 、

トップ クラス の 真 珠 を 意 味 す る「 ハ ナ ダ マ 」とよ ば れ てきまし た 。

こ の 言 葉 をもと にし た 、欠 点 の すくな い 高 品 質 真 珠 の 鑑 定 基 準 が「 花 珠 」で す 。

当 店 で は 、信 頼 性 の 高 い 真 珠 総 合 研 究 所 、真 珠 科 学 研 究 所 の「 花 珠 」の み を 扱って います 。

� . � m m 以 上 の「 巻 き 」を もち 、キ ズ が なく、ま ん 丸 で 、美 し い「 てり」を 持 った 真 珠 で す 。

花
珠
真
珠

真 珠 科 学 研 究 所  ：オーロラ天 女

真 珠 総 合 研 究 所  ：雪 白 珠（ 無 調 色 ）
　  ：F I V E  S T A R（ 調 色 ）



花 珠 クラ ス の 輝 き  コ ス パ 重 視

少 し の キ ズ 、少 し の か た ち の 歪 み な ど が 原 因 で 花 珠 に 合 格 で き な かった ネックレ ス で す 。

す ば らし い 輝 き をもち 、一 見 すると 花 珠 と 変 わら な いように 見 える 品 質 。

若 干 の キ ズと 形 の ゆ が み は ありま す が 、「 巻 き 」「 てり」の 要 素 は 花 珠 に 劣りま せ ん 。

日 本 有 数 の 真 珠 鑑 別 機 関 で あ る「 真 珠 総 合 研 究 所 」によって 認 めら れ た グレ ード 。

「 準 花 珠 」は とてもコ ストパ フォー マン ス の 良 い 品 質 で す 。

●  真 珠 総 合 研 究 所  鑑 定 鑑 別 書
●  無 調 色（ ナ チュラル カラ ー ）

準
・
花
珠

良
質
真
珠

●  真 珠 総 合 研 究 所  鑑 定 鑑 別 書
●  無 調 色（ ナ チュラル カラ ー ）

輝 き を 楽 し め る 、必 要 十 分 な 品 質

「 巻 き 」が 片 面 � . � m m 以 上 あ ること が 、真 珠 を 真 珠 た らし め る

美 し い 光 沢 を 出 す た め の 最 低 条 件 で す 。良 質 真 珠 は � . � m m 以 上 の 真 珠 層 を も つ

「 厚 巻 き 真 珠 」で あ ると 真 珠 総 合 研 究 所 より認 めら れ た 真 珠 で す 。

真 珠 らし い 輝 き が 発 生 す る 品 質 要 素 をしっかりと 保 ち つ つ も

キ ズ か た ち の 面 で の 妥 協 を お こ な い 、お 求 め や す い 価 格 を 実 現 しまし た 。



ネックレス は 通 常 、イヤリングもしくは ピアスの セットで の

販 売となります 。ご 希 望 に 合 わ せ て加 工 い たします 。

素 材 は ホ ワイトゴ ー ルドや プラチナ などでご 用 意して おります 。

つ け 外しのしや す いネジバ ネ 式 イヤリング や 、

落としづらいシリコンキャッチなど、ご 希 望 に 合 わ せ てお つ けします。

首 の 後 ろでネックレスを 留 める金 具 、クラスプも、

様 々な デ ザインからお 選 び い た だ けます 。

シンプ ル の デ ザイン や 、真 珠 付 き、誕 生 石 の 入ったタイプも

人 気 です 。通 常 は シル バ ー 製となります が 、

別 料 金 で ホ ワイトゴ ー ルド製もお 選 び い た だ けます 。

世 界 中 で 愛 さ れ る
い ろ い ろ な 真 珠

C o l u m n

日 本 の アコ ヤ 真 珠 の 色 は イエ ロ ー が 基 本 で す 。

高 品 質 の 真 珠 に は 、そ の 中 で も 色 素 の 薄 い 、ホ ワイト 系 の 真 珠 が 使 わ れ ま す 。

そ の 他 、真 珠 層 に 異 物 が 混 入 す ること により、ブ ル ー 系（ グ レ ー 系 ）の 存 在 しま す が 、

は っきりとし た 黒 色 の 真 珠 は アコ ヤ 真 珠 に は 存 在 しま せ ん 。

現 在 、黒 真 珠 とし て 有 名 な の は 、主 に タヒ チ で 生 産 さ れ る 、黒 蝶 真 珠 で す 。

日 本 の アコ ヤ 真 珠 と は 貝 の 種 類 が 異 なり、は っきりとし た 黒 色 が 美 し い 真 珠 で す 。

そ の 他 、世 界 に は 、様 々 に 真 珠 が 存 在 しま す 。

●  は っきりとし た 輝 き を もち 大 粒 な 、タイな ど で 生 産 さ れ る 南 洋 白 蝶 真 珠 。

●  安 価 で 大 量 生 産 が 可 能 な 、中 国 で 主 に 生 産 さ れ る 淡 水 真 珠（ 近 年 は 綺 麗 で 高 価 な 物 も）。

●  カリブ 海 の 巻 貝 か ら 発 見 さ れ る 高 価 な 天 然 真 珠 、コンク パ ー ル 。

オプションの 選 択

仕 上 げ 加 工

お 客 様 の 体 型 に 合 わ せ 、微 調 整してネックレスを 組 み 上 げ ます 。

●  スタンダードな 糸 加 工

●  切 れ ても散ら ばらな い オー ルノット加 工

●  劣 化 の な いワイヤー 加 工

どの 組 み 上 げ 方 法も、全 て自 社 にて加 工 をしてお 渡しい たします。

ほっそりとした 方 は � 珠 外し、� 珠 外しなど

少し短くして加 工 することも多くご ざ います 。

余った 真 珠 は 、調 整 用として保 管して い た だくほ か 、

耳 飾りや ペ ンダントに 加 工 することも可 能 です 。

長くする場 合 は 、有 料 に て申し受 け い たします 。

通 常 の ケー スの ほ か 、真 珠 科 学 研 究 所 開 発 の 高 機 能 ケー スである、

パ ー ル キー パ ー などをご 用 意して おります 。

ま た 、プレゼント用 のラッピング や 、結 納 用 の 寿 包 装 など の 対 応も可 能 です 。



真 珠 の 大 き さ 、傷 の 有 無 、変 形 の 具 合 、そし て 輝 き の 強 弱 によって 価 格 が 変 わりま す 。

U w a j i m a  I n o u e  P e a r l で は 、お 客 さま に 分 かり や す いよう、

品 質 ランクご と の 鑑 定 書 を つ け て 販 売 し て おりま す 。

どうし て 価 格 が 違 うの？

残 念 な が ら 大 多 数 の 真 珠 販 売 店 は 、は じ め に 高 い 価 格 を つ け て お き 、

何 割 引 き 等 と 詐 称 す る 、二 重 価 格 で 販 売 を し て い ま す 。当 店 で は ど な た 様 で も

安 心 し て お 買 い 上 げ 頂 け るよう に 適 正 な ワン プ ライス で の 販 売 を 行 って い ま す 。

他 の 店 で は 半 額 に す ると 言 わ れ た け ど？

ほ とん ど の 真 珠 は 、調 色 と い う着 色 作 業 を 行 い 、ピ ンク の 色 を つ け て い ま す 。

ピ ンク 色 に こ だ わ ると 、着 色 作 業 を 強く行 っ た 真 珠 を 選 ぶ こと に なりま す の で 、

傷 、形 、輝 き な ど の 他 の 要 素 も 考 え て お 選 びく だ さ い 。

な お 、当 店 で は 、着 色 を 行 なって い な い 、無 調 色 の 真 珠 を メイン に 取 り 揃 え て おりま す 。

ピ ンク 色 の 真 珠 が 良 い も の な ん でしょう?

真 珠 は 調 色（ 着 色 ）を し て い る の が 普 通 で す の で 、調 色 で あ る 事 は 特 別 に 記 載 しま せ ん 。

無 調 色（ ナ チュラ ル カラ ー ）と 記 載 し て い な い 真 珠 は 、す べ て 調 色 を 行 って い ま す 。

着 色 し て い る 真 珠 と 、着 色 し て い な い 真 珠 は どうし た ら わ か る？

展 示 会 で は 主 催 者 が 販 売 業 者 を 呼 ん で 開 催 す ること が 多く、中 間 マ ー ジン が 発 生 しま す 。

結 果 的 に 価 格 が 高くな ること が 多 い の で 、あ まり お 勧 め で き ま せ ん 。

一 度 会 場 に 入 ると 他 店 と 比 較 す ること が で き ず 、二 重 価 格 に 惑 わ さ れ や すくなりま す 。

販 売 者 は 販 売 し た あ と に お 客 様 と 接 す ること が な い の で

無 責 任 な 態 度 とっ たりアフタ ー メン テ ナ ン ス を 怠 る 可 能 性 が ありま す 。

真 珠 は 展 示 会 で 買 うの が い い ん でしょ？

メンテナンス

一 般 に 思 わ れ て いるよりも、真 珠 は 丈 夫 です 。

多 層 構 造 の た め に 弾 性 が 強く、落とした 程 度 の 衝 撃 で

傷 が つくこと は 稀 です 。ま た 、汗 など の 酸 化 物も、短 時 間 であ れ ば

劣 化 原 因となりま せ ん 。着 用 後 の お 手 入 れ をして い た だ け れ ば 、

真 夏 の 素 肌 で の 着 用も可 能 でご ざ います 。

た だ 、汗 など の 酸 化 物 が 乾 燥 すると、真 珠 層 破 損 の

原 因となります の で 、使 い 終 わった 後 に 、綺 麗 な 布 で 汗 などを

拭 き取 るようにしてくだ さ い 。

糸 、オー ルノットで 仕 上 げられ たネックレス は 、

� 年 ～ � � 年 に 一 度 程 度 を 目 安 に

糸 交 換 をして組 み 変 える必 要 が あります 。

U w a j i m a  I n o u e  P e a r l で 、お 買 い 上 げ い た だ い た

ネックレス は 、永 年 無 料 で 糸 交 換 させ て い た だ きます 。

ま た 、普 段 の お 手 入 れ が 行 き 届 き づら い 、真 珠 の 穴 付 近 の

汚 れ など のクリー ニングを 実 施 い たします 。

真 珠 と真 珠 の 間 に 糸 が 見 えるように な れ ば 、
糸 交 換 が 必 要 です 。

Q &A
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沿 革

� � � � 年  松 山 店 が 独 立 暖 簾 分 け し
         U w a j i m a  I n o u e  P e a r l へ  

� � � � 年  松 山 店 開 店

� � � � 年  井 上 真 珠 店  創 業




